
1 

ワークショップ全体の様子 対話のテーブルを視察する橘復興副大臣 

（写真中央） 

 
 

平成２８年１１月２２日 

復 興 庁 

第 18回地域復興マッチング「結
ゆ い

の 場
ば

」（東松島市） 

の開催報告について 

地域復興マッチング「結の場」のワークショップを以下のとおり開催しましたので報告いたします。 

 

＜開催概要＞ 

■ 第 18 回地域振興マッチング「結の場」 （宮城県東松島市） 

１．日時： 平成 28 年 11 月 14 日（月） 13：30～17：25 

２．場所： プレセティア内康（宮城県東松島市大曲字堰の内南１２２－２） 

３．主催： 復興庁、東松島市商工会 

４．参加： 被災地域企業８社 支援提案企業２９社５５名 

 

■ ワークショップの様子 

ワークショップ前に、発災時津波による大きな被害を受けた航空自衛隊松島基地の見学や、造

成中である大曲工業団地の視察を行い、東松島市内の発災当時の状況、そこからの復興の歩み

について理解を深めました。 

ワークショップでは、被災地域企業と複数の支援提案企業ごとがテーブルに分かれて、対話を

行いました。実際の製品などを用いて被災地域企業の現状を理解してもらい、支援提案企業から

は、質問や課題解決に向けたアイデア等が出されました。また、橘復興副大臣も各テーブルを回

り、対話の様子を視察しました。 
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地元企業による産品の販売会 

大曲工業団地視察の様子 

＜参加した被災地域企業の声＞ 

◆「期待していたより様々な意見を頂き、これから夢が 

広がっていく。」 

◆「非常に充実した話し合いができ、どうやって社員の 

やる気を上げていくかという、具体的な手法も頂いた。 

同席してもらった社員にも雰囲気を感じてもらえたので、 

すぐにでも実行に移したい。」 

◆「熱意のある担当者に集まってもらい、これから長い 

 お付き合いが出来ればと思っている。またこのような 

 機会があったらと願う。」 

 

＜参加した大手企業等の声＞ 

◇初めての参加で、意見を言うというよりもむしろ、勉強 

させてもらった。被災地の事は知っていたつもりだったが、 

知ったつもりに過ぎなかったことに気付いた。 

この思いを社内に持ち帰り、小さな力かもしれないが 

役立つ提案に繋げていきたい。 

 

 

 

今後、ワークショップに参加した支援提案企業によりプロジェクトの提案が行われ、具体的な支

援が開始されます。復興庁では、これらの支援の具体的な内容を取り纏め、フォローアップしてい

く予定です。 
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参加企業・団体（五十音順） 

第１８回 （宮城県東松島市） 

【被災地域企業：８社】（製造業、食品加工業、観光業等） 

1 （株）オイタミート 4 （株）ちゃんこ萩乃井 7 （株）マルト髙橋徳治商店 

2 （株）奥松島公社 5 東北パイプターン工業（株） 8 みうら家具（株） 

3 かみの家 6 
東松島食べる通信 

（有限会社グループフローラ） 
  

 

【支援提案企業等：２９社】 ※初参加の企業・団体 

1 インフォコム（株） 11 （株）髙島屋  21 ホシザキ東北（株） 

2 （株）ＮＴＴドコモ 12 （株）丹青社  22 マックスバリュ南東北（株） 

3 カメイ（株） 13 （株）ＴＴＫ ※ 23 三井住友火災海上保険（株） 

4 （株）サンアメニティ 14 東京急行電鉄（株） ※ 24 （株）三越伊勢丹ホールディングス ※ 

5 （株）ジェイティービー 15 （財）東京顕微鏡院 25 森永乳業（株） 

6 積水化学工業（株） 16 日本たばこ産業（株） 26 ヤフー（株） 

7 積水ハウス（株）  17 日本電気（株） 27 ヤマト運輸（株） 

8 仙台国際空港（株） ※ 18 （株）乃村工藝社 28 （株）ラックランド 

9 綜合警備保障（株） 19 富士通（株） 29 （株）ＬＩＸＩＬグループ 

10 大日本印刷（株） 20 （株）富士通マーケティング   

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

復興庁 企業連携推進室  中橋、岩見、西野、長谷、平田    TEL：03-6328-0267 

宮城復興局        成田、佐々木、織笠、工藤       TEL：022-266-2251 


